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I. 私たちのミッション 

静岡県には、様々な国の文化を持った方々が住んでいます。しかし、日常生活でその文化 

に接する機会はあまり多くないように感じます。そこで、子ども達が異文化に興味を持ち、 

理解につなげる場を作りたいという思いから始まったのが、リトルワールドキャンプ（多文 

化共生キャンプ）です。私たちは、「多文化共生キャンプを企画・運営することによって静 

岡県内に住む子ども達が身近な異文化との関わりを意識して、それを受け入れていけるよ 

うなきっかけを提供する」というミッション（活動指針）のもと、静岡県内の小学 4，5，

6 年生を対象に毎年静岡県内の様々な場所でキャンプを行っています。 

 

 

II. 活動内容 

 8 月 10 日に静岡県立大学にて、リトルワールドキャンプ 18 のデーキャンプを行いまし

た。当初は 2 泊 3 日の宿泊を含むプログラムを組んでおりましたが、新型コロナウイルス

感染防止の観点からデーキャンプに変更するべきだと判断し、去年に引き続きデーキャン

プを実施することとなりました。参加者は日本人の子ども 8 名、大学生スタッフ 22 名、

通訳３名、顧問 1 名の合計 34 名でした。募集人数縮小や、事前から全参加者の健康状態

の把握、三密回避や消毒・換気など、準備及び当日の感染対策を万全の上、当イベントを

開催しました。 

 

 デーキャンプでは、はじめまして

の会、運動会、工作、おわかれの会

の 4 つのプログラムを行いました。

「はじめましての会」では、まず 2

グループに分かれて自己紹介を行い

ました。自己紹介では、初めて会う

友達の話を子どもたちみんなが興味

深く聞いていました。その後「名前

探しゲーム」という同じグループの

子の名前が書いてある札を探すゲー

ムを行いました。デーキャンプの最

初のプログラムで、初めは不安や緊張している様子が見られましたが、名前探しゲームが

始まると元気に遊んでいました。 



 「はじめましての会」が終わると、

次に運動会を行いました。運動会で

は、はじめましての会と同じ班分けで

チームになり、障害物競走、長縄、玉

入れを行いました。それぞれの競技で

自分のチームのメンバーを応援する子

どもたちを見ることができました。特

に障害物競走では、自分のチームだけ

でなく相手チームを応援する様子も見

られ、チーム内だけでなく参加者全体

の絆も深まったように思いました。また、子ども達からスタッフにアドバイスするような

場面もあり、子どもたちの主体性も感じられました。結果に一喜一憂する姿もあり、勝利

に向かってチーム一丸となって戦った姿勢が強く感じられました。 

 

 「運動会」の次に、工作に取り組み

ました。工作では割りばしゴム鉄砲を

作りました。事前にスタッフ全員がつ

くり方を把握していたことで、子ども

に作り方を教える際にマンツーマンで

つくことができ、スムーズに進めるこ

とができました。ゴム鉄砲を作り終え

ると、それを使って的当てゲームをし

て遊びました。的には得点を書いてお

き、当たると自分のメダルにシールを

貼ってもらえる、というシステムにしました。スタッフの注意をしっかりと聞き、鉄砲の

取り扱いに気をつけながら、友達と的当てを楽しむ様子が見られました。 

 

 デーキャンプの最後には、おわかれの会を行いました。今回のデーキャンプでは外国人

学校の子どもは参加できなかったため、異

文化交流の場として、ブラジルにルーツの

ある通訳さんにお話ししていただく機会を

設けました。通訳さんのお話の中であいさ

つや短い会話文を覚え、日本の子どもが異

文化に触れるきっかけとなりました。照れ

る様子はあったものの、楽しそうに言葉を

口に出していました。 



 その後、みんなで今日の感想を話しながら大漁旗づくりを行いました。例年は手にポス

ターカラーを塗り、旗に手形を押していましたが、今年は時間の都合や感染防止の観点か

ら、マジックで手の形をかたどる方法に変えました。初めての試みでしたが、子どももス

タッフも楽しんで取り組めました。 

 例年は 2 泊 3 日のキャンプを開催して

おりますが、新型コロナウイルスの影響

で今年もデーキャンプでの実施となり、

さらに外国人学校の子どもの参加も難し

い状況となりました。しかし、子ども達

からは「楽しかった」、「また来たい」と

いう声も聞かれました。数時間のなかで

初対面の子どもたち同士が仲良く遊べる

ようになり、ゲームの中で協力しあう様

子が多くみられ、スタッフ一同嬉しく思いました。通訳さんにも楽しいお話をいただけた

ことで、子どもたちが異文化に興味をもつきっかけとなれるような時間を提供できたので

はないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪お問い合わせ・ご質問≫ 

静岡県立大学公認クラブ リトルワールドキャンプ実行委員会 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田 52-1 静岡県立大学 リトルワールドキャンプ 

Email little_world_camp@yahoo.co.jp 

HP http://littleworldcamp.jimdo.com/ 
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